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研究課題名 小型破裂脳動脈瘤の治療と予後に関する研究

研究目的及び方法

(情報利用の目的及び

利用方法、他の機関

へ提供する場合はそ

の方法)

近年の開頭術やカテーテル治療の進歩にも関わらず、破裂脳動脈瘤

の治療成績の経年的な改善は思わしくありません。大型（10mm 以上）

や巨大（25mm 以上）動脈瘤の治療が難しいことは以前から知られてい

ましたが、最近ごく小型（4mm 未満）の動脈瘤の治療の成績が芳しくな

いことがわかりました。

本研究では、小型の破裂動脈瘤の治療成績と予後を調査することで

より良い治療方法を確立させることを目的とします。分析に当たって

は、中型（4mm-10mm）動脈瘤との比較対照を行います。

利用、提供する情報

の項目など

年齢、性別、発症年月日、入院年月日、入院前 modified Rankin

Scale スコア、入院時重症度、くも膜下出血量、動脈瘤部位、動脈瘤サ

イズ、治療方法、治療合併症、３ヶ月後の modified Rankin Scale スコ

ア

対象及び対象(研究)

期間

2012 年 1 月 1 日から 2022 年 12 月 31 日の期間に、当院において治療

されたくも膜下出血症例のうちで以下を満たすものとします。

１）破裂脳動脈瘤による症例

２）動脈瘤の形状が嚢状である症例

３）動脈瘤の大きさが 10mm 未満である症例

４）動脈瘤に対する治療が発症後 72 時間以内に開始された症例

研究期間は、研究承認日〜2025 年 3 月 31 日とします。

利用する範囲 通常診療の過程で取得した診療情報

個人情報の取り扱い

について

取得した情報は、氏名・患者 ID 等の個人情報を削り、代わりに新し

く研究用の符号をつけ、どなたのものか分からないようにします。

元の個人情報と研究用の符合との対応表は、研究責任者が保管・管

理します。

高知大学へのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできな

い状態で行います。

共同臨床研究機関、

情報の提供先、研究

責任者
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